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東
京
地
評
は
4
月
6
日
に
東

京
社
保
協
、
東
京
民
医
連
、
自

由
法
曹
団
と
の
共
催
で
コ
ロ
ナ

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
催
。

受
診
減
少
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
雇

用
打
ち
切
り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
な
の

に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
許
可
さ
れ
な

い
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
関
係
者
の

休
業
補
償
、
障
碍
者
作
業
所
の

縮
小
、塾
講
師
の
出
勤
停
止
や
、

咳
と
発
熱
に
つ
い
て
の
相
談
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
地
評
の
労
働

相
談
室
と
職
場
・
地
域
の
組
織

に
は
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

飲
食
店
関
係
で
は
週
4
日
の

バ
イ
ト
を
1
日
に
減
ら
さ
れ

た
、
中
華
料
理
店
で
は
バ
イ
ト

20
人
が
解
雇
と
自
宅
待
機
に
、

ホ
テ
ル
の
臨
時
休
業
で
も
手
当

が
出
な
い
、
ま
た
閉
店
を
考
え

て
い
る
店
主
か
ら
も
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。

日
本
語
学
校
の
講
師
か
ら

は
、
非
常
勤
職
員
の
雇
止
め
や

新
規
内
定
の
取
り
消
し
、
ま
た

幼
稚
園
で
は
非
常
勤
の
雇
止

め
、
一
律
休
校
で
は
学
校
給
食

職
員
が
自
宅
待
機
に
な
る
も
手

当
が
出
る
か
は
っ
き
り
し
な

い
、
観
光
バ
ス
運
転
手
の
解
雇

な
ど
、
ど
れ
も
深
刻
な
も
の
ば

か
り
で
す
。

公
共
業
務
の
委
託
施
設
で
の

雇
止
め
も
目
立
ち
、
公
園
緑
地

の
整
備
契
約
が
解
除
、
文
化
会

館
受
付
業
務
が
休
館
し
て
も
補

償
な
し
な
ど
影
響
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

【
福
保
労
東
京
・
佐
々
木
副

委
員
長
】国
が�
一
律
休
校
�、

�
保
護
者
へ
自
宅
で
仕
事
を
す

る
よ
う
に
�
、
と
の
要
請
発
表

が
あ
っ
た
あ
と
福
保
労
は
各
職

場
分
会
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
応
を
①
学
校
の
一
斉
休
校

の
影
響
、
②
卒
園
式
な
ど
の
行

事
の
状
況
、③
保
護
者
の
状
況
、

④
国
や
自
治
体
へ
の
要
望
に
つ

い
て
現
場
実
態
の
把
握
を
し
ま

し
た
。

国
の
施
策
に
対
応
が
迫
ら
れ

た
保
育
園
、
学
童
ク
ラ
ブ
、
児

童
養
護
施
設
は
大
変
な
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
学
童
ク
ラ

ブ
は
、
春
休
み
の
前
倒
し
の
体

制
を
急
遽
と
る
こ
と
に
な
り
、

学
童
組
合
員
は
、
「
人
の
体
制

を
確
保
す
る
の
が
大
変
だ
っ

た
。
パ
ー
ト
さ
ん
に
時
間
を
延

ば
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た

が
、
人
を
雇
う
に
し
て
も
補
助

金
が
な
い
の
で
雇
え
な
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

児
童
養
護
施
設
で
は
、
「
早

め
の
春
休
み
体
制
と
な
り
、
職

員
は
フ
ル
稼
働
と
な
っ
て
い

る
。
い
つ
ま
で
続
く
の
か
」
と

の
声
が
あ
り
ま
す
。

保
育
園
で
は
、
1
年
で
一
番

忙
し
い
時
と
い
わ
れ
る
3
月
・

4
月
で
す
。
卒
園
式
は
縮
小
、

保
護
者
と
の
懇
親
会
は
中
止
、

遠
足
は
徒
歩
で
行
け
る
と
こ
ろ

に
変
更
な
ど
、
行
事
の
段
取
り

の
変
更
で「
職
員
は
残
業
続
き
」

と
の
こ
と
。新
年
度
が
始
ま
り
、

入
園
式
は
縮
小
し
な
が
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

国
や
東
京
都
へ
の
要
望
に

は
、
「
補
助
金
の
支
給
や
人
員

配
置
の
増
員
で
き
る
よ
う
に
」

「
長
期
化
し
た
時
に
マ
ス
ク
や

消
毒
液
な
ど
の
不
足
が
な
い
よ

う
に
支
給
を
」
「
保
育
園
や
学

童
で
は
濃
厚
接
触
の
場
面
が
避

け
ら
れ
な
い
の
で
、
回
避
す
る

た
め
に
も
人
の
加
配
や
援
助

を
」
な
ど
が
多
数
出
さ
れ
ま
し

た
。
福
祉
施
設
労
働
者
は
現
場

で
利
用
者
を
支
え
続
け
て
い
ま

す
。
「
早
期
に
自
粛
と
支
援
は

一
体
化
で
」を
求
め
て
い
ま
す
。

【
都
教
組
書
記
長
・
坂
元
康

雄
】
東
京
都
教
育
委
員
会
は
安

倍
首
相
と
文
科
省
の
要
請
に
追

従
し
、
2
月
28
日
に
各
都
立
学

校
に
対
し
て
臨
時
休
業
の
通
知

を
出
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

へ
の
感
染
リ
ス
ク
を
検
討
し
、

臨
時
休
校
を
お
こ
な
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
場
合
で
も
、
各
学

校
や
教
育
委
員
会
が
、
子
ど
も

の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
考
え
、
計
画
的
に

対
応
す
る
べ
き
で
す
。
今
回
は

あ
ま
り
に
も
突
然
の
こ
と
で
し

た
。一

斉
休
校
を
要
請
さ
れ
た
期

間
は
、
年
度
末
を
迎
え
て
児
童

・
生
徒
の
将
来
に
関
わ
る
進
路

決
定
や
一
生
の
思
い
出
と
な
る

行
事
、
新
年
度
に
向
け
て
の
準

備
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
通
知
を
受
け
学
校
で
は
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
や
学
校

行
事
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
多

く
の
課
題
が
生
じ
、
大
き
な
混

乱
を
招
き
ま
し
た
。

多
く
の
保
護
者
か
ら
は
、「
仕

事
を
休
む
こ
と
が
で
き
な

い
」
、
「
障
害
の
あ
る
子
ど
も

の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
手
配
が

つ
か
な
い
」
、
「
子
ど
も
の
い

つ
も
の
生
活
リ
ズ
ム
が
変
わ
り

パ
ニ
ッ
ク
を
お
こ
し
対
応
し
き

れ
な
い
」
な
ど
の
悲
痛
な
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

臨
時
休
校
に
よ
る
保
護
者
の

休
業
に
対
す
る
補
償
や
保
護
者

の
負
担
増
が
生
じ
な
い
対
策
の

確
立
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
放
課

後
保
育
の
体
制
な
ど
居
場
所
の

確
立
や
支
援
体
制
な
ど
は
、
社

会
全
体
で
す
す
め
る
べ
き
急
務

の
課
題
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
状
態

へ
の
対
応
や
教
育
権
保
障
、
家

庭
や
家
族
、
保
護
者
の
負
担
や

職
場
等
に
与
え
る
悪
影
響
が
大

き
く
な
ら
な
い
こ
と
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

寄せられた職場の要望
の数々

【
自
交
総
連
東
京
書
記
長
・

舞
弓
義
隆
】
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク

シ
ー
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
政
府
の
自
粛
要
請
が

出
て
か
ら
、
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
1
台
あ
た
り

の
平
均
営
業
収
入
が
4
割
減

少
、
歩
合
給
で
働
く
多
く
の
ハ

イ
タ
ク
労
働
者
の
3
月
度
賃
金

は
、
最
賃
に
抵
触
し
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
月
5
日
の
中
央
行
動
で

は
、
産
別
と
し
て
国
会
議
員
要

請
と
国
交
省
、
厚
労
省
要
請
の

な
か
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

緊
急
要
請
し
、
「
不
足
し
て
い

る
マ
ス
ク
と
消
毒
液
を
事
業
所

に
優
先
し
て
配
付
す
る
」
よ
う

求
め
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
に
て

共
産
党
の
武
田
良
介
議
員
が
質

問
し
、
雇
用
調
整
助
成
金
制
度

で
の
前
進
を
得
ま
し
た
。

3
月
26
日
、
事
業
者
団
体
の

東
京
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協

会
に
緊
急
要
請
を
実
施
。
①
最

賃
な
ど
の
諸
法
規
を
遵
守
す
る

こ
と
。
②
稼
働
平
均
運
収
を
上

げ
る
た
め
の
需
給
調
整
と
し

て
、
部
分
休
業
措
置
を
と
り
、

雇
用
調
整
助
成
金
を
活
用
す
る

こ
と
。
そ
の
際
、
あ
わ
せ
て
減

休
車
を
行
う
こ
と
―
な
ど
5
項

目
を
要
請
し
ま
し
た
。

対
応
し
た
副
会
長
は
「
こ
の

状
況
が
長
く
続
く
と
事
業
者
の

経
営
自
体
が
持
た
ず
、
倒
産
・

廃
業
が
続
出
す
る
。
労
働
団
体

か
ら
の
要
請
内
容
は
、
労
使
で

協
力
・
共
同
す
る
内
容
な
の
で
、

行
政
に
も
強
く
要
請
し
て
い
き

た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

自
交
総
連
東
京
地
連
は
、
制

度
政
策
を
提
案
し
、
困
難
を
乗

り
越
え
る
よ
う
奮
闘
し
ま
す
。

電話が続くコロナ・ホットライン

【
東
京
土
建
副
主
任
・
佐
藤

正
雄
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
深
刻
な
影
響
が
、
建
設
産
業

に
も
現
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
多
く
の
労
働
者

が
集
ま
る
大
型
現
場
で
の
感
染

防
止
の
問
題
で
す
。
「
毎
朝
千

人
で
朝
礼
を
行
い
、
�
三
つ
の

密
�
回
避
が
全
く
な
い
」
「
高

齢
の
母
が
い
て
感
染
が
恐
ろ
し

い
。
助
け
て
く
だ
さ
い
」
。
都

知
事
が
「
重
大
局
面
」
と
し
た

3
月
末
に
、
仲
間
の
悲
鳴
が
膨

れ
上
が
り
ま
し
た
。

組
合
は
現
場
の
声
を
背
に
、

現
場
の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底

を
元
請
企
業
に
求
め
て
い
ま

す
。今

後
、
緊
急
事
態
宣
言
や
都

市
封
鎖
に
よ
る
現
場
の
閉
鎖
も

想
定
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
時
、
賃
金
・
工
事
代

金
の
不
払
い
、
倒
産
や
失
業
を

決
し
て
起
こ
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。恒

例
の
春
の
企
業
交
渉
は
コ

ロ
ナ
対
策
に
特
化
し
、
現
場
で

の
感
染
防
止
、
下
請
・
労
働
者

保
護
の
徹
底
を
約
束
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

仕
事
へ
の
影
響
も
深
刻
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
専
門
の
電
気
設

備
業
者
は
、
9
割
の
仕
事
が
無

く
な
り
、
破
産
の
検
討
に
ま
で

一
気
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

資
材
運
搬
搬
入
の
仲
間
か
ら

も
同
様
の
ケ
ー
ス
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
「
給
湯
器
な
ど
の
資

材
が
入
ら
ず
仕
事
が
請
け
ら
れ

な
い
。
職
人
を
遊
ば
せ
て
し
ま

っ
て
い
る
」
と
の
声
も
。
緊
急

融
資
等
を
活
用
し
、
き
め
細
か

い
相
談
対
応
と
仲
間
へ
の
援
助

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
絶
対
的
に
足
り
な

い
国
の
財
政
措
置
を
引
き
上
げ

さ
せ
、
個
人
と
中
小
零
細
企
業

の
生
活
と
生
業
の
保
護
、
今
こ

そ
の
医
療
制
度
の
拡
充
、
消
費

税
減
税
な
ど
の
実
現
へ
、
世
論

を
広
げ
な
が
ら
奮
闘
し
て
い
き

ま
す
。

墜落転落だけでなく感染も
危険さが増すゼネコン現場

東
京
都
が
緊
急
の
中
小
企
業

従
業
員
融
資
を
実
施

東
京
都
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
休
業
で
の
収
入
減
等
に

対
し
、
中
小
企
業
の
従
業
員

の
方
の
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
実
質
無
利

子
の
融
資
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
中
央
労
働

金
庫
都
内
本
支
店
ま
た
は
ロ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
3
月
27

日
か
ら
受
付
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
事
前
に
お
近
く
の
融

資
窓
口
に
電
話
等
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
〈
4
面
参
照
〉

杉
並
区
で
公
契
約
条
例
が
成

立

都
内
10
自
治
体
に

3
月
16
日
、
杉
並
区
議
会

本
会
議
に
お
い
て
、
同
区
公

契
約
条
例
が
可
決
成
立
し
ま

し
た
。
21
年
4
月
か
ら
の
契

約
案
件
が
対
象
。
理
念
型
で

は
な
く
、
審
議
会
を
設
け
て

報
酬
下
限
額
を
決
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

都
内
で
は
公
契
約
条
例
の
成

立
は
10
自
治
体
と
な
り
ま
し

た
。

公
務
部
会
運
動
交
流
集
会

東
京
地
評
公
務
部
会
は
3

月
15
・
16
日
両
日
、
運
動
交

流
集
会
を
熱
海
市
網
代
で
開

催
し
ま
し
た
。「
都
政
政
策
」

を
テ
ー
マ
に
、
都
政
の
現
状

の
報
告
を
受
け
、
政
策
等
に

つ
い
て
交
流
し
ま
し
た
。
続

い
て
「
次
世
代
育
成
と
職
場

活
動
強
化
」
に
つ
い
て
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
等
も
踏
ま
え
な

が
ら
職
場
を
ど
う
活
性
化
し

て
い
く
か
、
各
組
織
か
ら
報

告
を
受
け
交
流
し
ま
し
た
。

都
立
病
院
の
独
法
化
に
反
対

す
る
宣
伝
行
動

都
立
病
院
の
充
実
を
求
め

る
連
絡
会
は
3
月
17
日
、
都

立
病
院
の
独
法
化
中
止
を
求

め
る
宣
伝
行
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
医
療
制
度
研
究
会
副

理
事
長
の
本
田
宏
さ
ん
（
外

科
医
）
は
、
感
染
症
専
門
医

が
必
要
数
の
2
分
の
1
し
か

い
な
い
現
状
に
触
れ
、
「
そ

ん
な
時
に
感
染
症
の
受
け
皿

の
都
立
病
院
を
都
立
で
な
く

し
て
ど
う
す
る
の
か
。
命
の

と
り
で
の
都
立
病
院
を
守
ろ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

国
会
前
19
日
行
動

3
月
19
日
、
国
会
議
員
会

館
前
で
「
19
日
行
動
」
を
開

催
し
、
6
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
主
催
は
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
な
ど
。
政

党
か
ら
は
、
立
憲
民
主
党
・

森
屋
隆
参
院
議
員
、
日
本
共

産
党
・
藤
野
保
史
衆
院
議
員
、

社
民
党
・
福
島
み
ず
ほ
参
院

議
員
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
新
た
に
集
ま
っ
た
3
0

0
0
万
署
名
32
万
6
7
3
0

筆
を
、
参
加
し
た
国
会
議
員

に
提
出
し
ま
し
た
。

国
立
市
議
会
で
最
賃
引
き
上

げ
と
中
小
企
業
支
援
を
求
め

る
意
見
書
が
採
択

立
川
労
連
が
国
立
市
議
会

に
提
出
し
た
最
賃
の
大
幅
引

上
げ
と
中
小
企
業
支
援
を
求

め
る
意
見
書
が
、
3
月
26
日

に
行
わ
れ
た
国
立
市
議
会
の

本
会
議
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
東
京
春
闘
共
闘
は
20
春

闘
で
も
意
見
書
採
択
運
動
を

建
設
現
場
は
悲
鳴
と
怒
り

コ
ロ
ナ
対
策

深
刻
さ
増
す
事
態

組
合
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
急
増

閉
鎖
・
遅
延
、

不
払
い
が
懸
念

体
制
確
保
に
フ
ル
稼
働

学
童
保
育
に
加
配
・
援
助
を

一
斉
休
校
で
大
混
乱

子
と
家
族
へ
の
悪
影
響
心
配

コ
ロ
ナ
対
策
は
需
給
調
整
を

タ
ク
シ
ー
業
界
に
要
請


